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新

年

の

こ

挨

拶

新
年
ご
換
拶議

　

長的
場
　
坪
夫

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
昨
年
末
の
衆
議
院
選
挙
を
釜
て
、
よ
う
や

く
日
本
の
政
治
の
混
迷
が
解
消
さ
独
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
日
本
国
に
は
様
な
に
横
た
わ

る
童

い
課
題
が
凸
績
し
て
い
ま
す
。

「
一
千
兆
円
に
及
ぶ
借
財
」

「
泉
北
人
戻

史
か
ら
の
夜
典

・
地
泉
人
回
日
本
の
減
史
防

史
対
策
」

「
急
速
な
少
子
高
船
化
に
伴
う
年

合
、
医
療
、
石
社
対
策
と
済
斉
税
の
課
運
」

駅
ア
フ
レ
、
不
景
気
、
症
用
の
課
題
」

「
日

本
国
額
土
額
海
を

い
か
に
守
る
か
の
課
題
」

「
源
秀
の
芸
合
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」
等
々

の
解
消
を
確
実
に
行
う
に
は
、
宴
定
し
た
政

治
体
制
が
構
築
さ
独
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で

あ
り
、
白
民
党
に
よ
る
沈
着
今
静
な
政
局
理

営
に
よ
り
、
国
民
の
た
め
の
解
決
集
を
見

い

だ
し
て
く
狼
る
事
を
、
切
に
願
わ
ず
に
は
い

ら

薇
ま

せ

ん
。

我
が
町
も
、
新
た
な
町
創
り
に
も
け

「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
」

の
第

一
段
階
の

実
荒
に
む
け
大
き
な

一
サ
を
ふ
み
だ
し
ま
し

上た
。議
会
は
、
町
攻
の
チ

エ
ッ
ク
役
と
し
て
そ

の
責
務
を
果
た
し
て
い
く
た
め
、

「
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
」
が
、
身
の
丈
に
合
う
、

真
に
我
が
町
の
将
来
の
た
め
の
事
業
と
な
る

ょ
う

「
議
会
に
お
け
る
付
帯
決
議
」
を
合
会

一
致
で
採
択
し
、
議
会
や
町
民
皆
様
の
意
志

が
え
映
さ
独
る
も
の
と
致
し
ま
し
た
。

原
発
４
基
仝
て
が
稼
動
停
上
の
我
が
町
の

窮
次
、
日
本
の
た
用
、
景
気
、
釜
汗
に
与
え

る
影
響
に
姓
み
、
昨
年
九
月
に
続
き
、

「
尋

度

の
議
会
決
議
」
を
行

い
、
暴
や
十
夫
に

「
芸
仝
雄
熟
を
述
や
か
に
行

い
、
芸
仝
の
雄

熟
さ
狼
た
源
秀
は
稼
動
さ
せ
る
こ
と
や
、
王

地
町
の
窮
状

へ
の
救
済
集
」
を
、
町
長
と
共

に
強
く
対
応
し
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

新
た
な
こ
の

一
年
が
、
高
湊
町
民
の
背
様

の
願
い
が
少
し
で
も
十
え
ら
狼
、
十
せ
を
惑

じ
て
頂
け
る
様
、
議
会
は
真
摯
に
努
力
を
続

け
て
い
く
事
を
、
お
警

い
し
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
移

副
議
長稟
野
　
明
雄

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
攻
推
丈
代
が
行
わ
独
、
新
し

い
年

を
新

し

い
体
制

で
逹
え
る

こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

国
の
政
治
の
変
化
が
期
待
さ
独
る
こ
と
と
思

い

ま
す
。
高
浜
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
関
凸
電
力
高

渫
秀

電
所

の
舟
稼
傍
の
課
題
が
、
今
年

は
大
き
く
ク

ロ

ー
ズ

ア

ッ
プ
さ
独
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

日
本
仝

体

の
経
済
が
今
え
込
ん
で
い
る
十
、
地
場
産
業

で

あ
る
発
電
所
が
停
止
す
る
こ
と
が
、
地
九
経
済

に

与
え
る
影
響

の
大
き
さ
を
実
惑
さ
狼
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
今
年

は
高
浜
地
区
で
は
、
佐
夜
治
沖
社

の
式
年
夫
祭
が
行
わ
薇
ま
す
。

七
年

に

一
度

の
人

き
な
祭
り

で
す
。
伝
統
文
化

の
保
存
と
大
き
な
賑

わ
い
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
年
が
閉
蒸
惑
か
ら
抜
け
出
し
、
大
き
な
飛
犀

の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
念
願
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
に
致
し
ま
す
。

平成24年 11月 6日町内音海区金森幹夫区長より
「郵便局窓□営発についての要望書」が、町議会宛

に提出された。その概要は改正郵政民営法が成立

し、三事業一体サービスの確保、金融ユニバーサル

サービスが義務づけられ、現在検討されている過

疎地の郵便局の隔日営業や半国営業は今回の改

正民営法の趣旨に抵触するものではないか、実施

が決まれば◆後過疎地域の郵便局の廃上につな

がつていくのではないか、音海地区は独居高齢者、       音海郵便局
高齢世帯が多い地域であり、数年前にも他団体が撤退するなど郵便局は区民が生活していく

上で無くてはならない唯―の機関であり、心配と不安から要望書が提出された。

この要望を受け議会運営委員長が、「週疎地の郵便局効率化推進に反対を求める意見書の

提出について」を今議会で発委し全員賛成で可決した。

この意見書は平成24年 12月 27日付で新内閣に提出された。
√ ぅ
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碍

「週
疎
地
の
郵
便
局
効
率
化
推
進
に

期
　
　
　
　
　
反
対
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

発委

逢疎地の手卜使局効率化推進に皮対を求める意見書

,■工部政民営化法 (以下皮工民営化法)が成立し、二事業一体サービ
スの薙保、金融ユニバーサルサービスが義務づけら狼たが、小年 10月
1日 から発足 した日本手トイ走株式会社において実施を淡討さ狼ている過予来

地の郵イ見局を隔日営業や半日営業とすることが実施さ薇狼ば、地域住民

にとって非常に不促なものとなり、 ,■工民営化法の趣旨にも抵触するこ

ととなる。

また、隔日営業、半日営業の実施は遵疎地域の手トイ見局の廃上にもつな

がつていくのは日に見えている。民協の史所が谷理化により閉鎖さヤにた

今、金融鵜関が郵健局 しかない地域もある。郵使局に谷理化さよると地

域の衰還が一層進むのは明らかである。

昨年来、束日本人震史はもとより各地で大きな史害が続いたが、郵イ見

局は被史若救援のため、被史地の複日、イ夏輿に大きな貫献をしており被

史若のこの史えとなってぃる。

地域再生・ 地域振興の核となる部促局は、過予来地域にとって必要不可

欠であり、過手京地の部促局の隔日営業や半日営業などの検討に反対する

ものである。

以上、地方白治法第99余 の共見定により意見書を提出する。

平成24年12月 27日

福井呆高浜町議会

住民不安!! 新内閣に強く要望 !!
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ス

1

高浜田Jこおける不祥事再発防止に向けた取組み

一連の高浜町役場職員による不祥事について12月定

例会において理事者側と議会全員協議会で再発防止に

向け議論を重ねた。町長・副町長・総務課長から今回の事

件に陥つた町行政のルール違反を誘発するメカ三ズムの
「動機」、「機会」、「正当化」の3つの要因が揃うことによつ

て、ルール無視は引き起こされる特性要因が示された。

その対策として 1管理体制の改善 2業務処理シス
テムの改善 3内部チェッグ機能の改善を徹底する。一般
会計、水道会計、城山荘会計、団体会計等の不祥事の再

発防止のために有効とされる項目について徹底した改善

点が示された。1として外部調査員 (公認会計士)による

点検と職場風土の改善。 2として収納管理事務検討委
員会による個別業務の精査、再発防止策の策定。 3とし
てダブルチェックの徹底を図り小さな違反も見逃さない

仕組みづくりの構築。以上の行動計画を公表し、持続的

な改善が行われていることを定期的に確認していくこと

を議会として了解した。

又、高浜町が目指す人事制度改革として不祥事を機に

一日も早く住民の信頼を取り戻すために、役場組織はど

う変えていくかどのような職員像を住民に示すのか、過

去この検証や反省の上に立ち人事制度改革を行い職員

の育成を図る点が示された。過去の人事等の年功序列、

縁故採用、夫婦・親子の勤務、ブラッグボックスの昇給・昇

格など過去における問題点を一掃する取り組みも必要で

あることなども議論した。

■基本設計/42,307干円
●継続費(内31%)/24年度分 12,991千円

一般会計補正予算可決

これから行うべき改革点
定員管理として仕事内容での人員の増減の限界を鑑

みアウトソーシングを進めながら臨時職員の対応改善を

進める。給与水準 (ラスプヾイレス指数)が県下で池田町に

次いで2番目に低しヽ状況で評価制度と連動させた昇給を

行い改善を図る。ミドル・アップ。アンド・ダウンとして、トッ

プダウンでもなく、ボトムアップでもなしヽ中間層がどんど

んメッセージを発信し、思しヽつきり能力を出せる仕組みを

つくり、若い力から批判や刺激を受け、老いも若きも相互

の関係の中で成長していく勢いのある組織を職員皆で

創りたい旨が示された。 以上の改善改革を進め職員全
員がこれらのことを理解し、汗をかくことを厭わなけれ

ば、高浜町役場が『働いてみたい職場NO・ 1』 になり高浜

町が自治体間競争で F選ばれるまち』に変貌するものと

確信すると示された。議会としても「災い転じて福とな

す」高浜町役場となるよう、行政と共に反省点に立って、

改善することの重要性を確認した。

)

目
の
覚
め
る
よ
う
な
町
内
活
性
化
策
を

答
弁
　
来
町
者
も
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

磯
部
　
武
史

議
員

【磯
部
】

原
発
停
止
に
よ
り
町
内
の
経
済
状
況

は
冷
え
込
ん
で
い
る
。

あ
る
方
か
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

つ
い
て
提
案
が
あ
る
。
Ю
％
の
プ
レ
ミ

ア
ム
を
付
け
る
と
し
、
１
億
円
の
予
算

を
組
め
ば
Ｈ
億
円
の
経
済
効
果
が
あ
る
。

思
ｍ
切
っ
た
活
性
化
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

【町
長
】

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
短
期
的
か

つ
一
定
の
即
効
性
が
期
待
で
き
る
。
七

年
祭
り
に
よ
る
祭
り
需
要
や
、
来
町
者

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
商
品
券
に
つ

い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。

◆
赤
ふ
ん
パ
ス
の
運
行
拡
大
を

【磯
部
】

議
会
出
前
報
告
会
で
赤
ふ
ん
パ
ス
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

時
間
延
長
や
休
日
の
運
行
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
六
路

・
蒜
畑

・
高
野

・

今
寺
地
区
の
子
供
た
ち
の
冬
期
通
学
に

無
料
利
用
で
き
な
い
か
。

【ま
ち
づ
く
り
課
長

・
教
育
長
】

時
間
延
長
や
休
日
運
行
に
関
し
て
は
、

民
業
圧
迫
の
懸
念
が
あ
る
。
休
日
に
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
封
象
に
実
証
実

験
し
事
業
者
と
の
調
整
を
図
る
。

冬
期
間
の
通
学
に
は
利
用
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
京
都
交
通
や
赤
ふ
ん

バ
ス
も
含
め
対
応
を
検
討
す
る
。

◆
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
に
助
成
を

【磯
部
】

９
月
定
例
会
で
質
問
し
た
こ
と
か
ら
、

若
い
世
代
の
方
々
か
ら
要
望
が
あ
る
。

前
向
き
に
検
討
す
る
と
い
う
が
、
予

算
編
成
を
前
に
進
捗
を
間
う
。

【保
健
課
長
】

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
は
今
年

度
、
健
康
増
進
計
画
は
来
年
度
が
見
直

し
の
年
と
な
る
。
そ
の
中
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検

査
、
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
血
液
検
査
、
脳

ド
ッ
ク
な
ど
、
い
か
に
効
率
的
に
推
進

す
べ
き
か
検
討
し
て
い
く
。

【山
本
】

高
浜
町
役
場
の

一
連
の
不
祥
事
と
今

後
の
改
善
策

・
理
事
者
の
見
解
を
求
む
。

【副
町
長
】

去
る
、
９
月

・
１０
月
と
三
度
に
亘
り

発
覚
し
た
職
員
の
公
金
着
服
事
件
は
、

町
の
責
任
者
と
し
て
事
件
を
未
然
に
防

げ
な
か
つ
た
組
織
文
化
の
重
大
な
欠
陥

が
あ

っ
た
と
深
く
反
省
し
て
い
る
。
原

因
と
し
て
管
理
体
制
の
不
備

・
業
務
処

理
シ
ス
テ
ム
の
不
備

。
内
部
チ
エ
ッ
ク

機
能
の
不
備
な
ど
で
あ
る
。
再
発
防
止

に
向
け
収
納
管
理
事
務
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ

一
定
の
方
向
性
を
示
す
。
管

理
職
員
対
象
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

修

（法
律
の
順
守
）
を
実
施
し
組
織
の

綱
紀
粛
正
を
徹
底
し
て
い
く
。

施
設
等
の
流
入
人
口
増
な
ど
町
の
活
性

化
に
繋
が
る
計
画
が
必
要
で
は
。

【副
町
長
】

①
埋
立
免
許
申
請
の

「
ウ
エ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
青
戸
」
と
し
て
の
認
可
が
あ
り

ウ
エ
ル
ネ
ス
構
想
を
中
止
し
２５
年
度
に

利
用
地
基
本
計
画
を
打
ち
出
す
。
②
利

用
地
に
発
電
用
地
認
可
を
と
り
２６
年
度

着
手
予
定
。
③
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

の
有
力
候
補
地
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

④
申
請
目
的
以
外
利
用
は
利
用
計
画
を

示
し
改
め
た
承
認
手
続
き
が
必
要
で
あ

り
、
埋
立
用
地
内
の
道
路
線
形
を
含
め

地
元

・
関
係
機
関
等
と
協
議
し
計
画
見

直
し
、
本
町
に
相
応
し
い
利
活
用
策
を

進
め
る
。

〔)  |∪

【山
本
】

安
土
公
有
水
面
埋
立
地
利
用
に
つ
い

て
、
①
道
路
を
含
め
た
区
画
整
理
の
計

画
。
②
関
西
電
力
設
置
予
定
の
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
の
方
向
性
。
③
当
地
を
福
井
国

体
の
高
浜
町
開
催
種
目
の
会
場
に
し
て

は
？
　
④
企
業
誘
致

・
特
殊
ス
ポ
ー
ツ

【山
本
】

動
物
と
車
の
接
触
事
故
多
発
に
つ
い

て
対
策
は
取
れ
な
い
か
。

【副
阿
長
】

獣
害
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
役
場
内

部
で
横
断
的
に
対
応
す
る
。
警
戒
標
識

の
設
置
は
必
要
で
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
対
応
す
る
。

■公募型プロポーザル

●二次審査の6設計共同体より提案書の提出

●プレゼンテーションとヒアリング及び

選定審査委員会にて審査

高
浜
町
役
場
不
祥
事
再
発
防
止
を
急
げ
！

答
弁
　
ト
ツ
プ
を
柱
に
防
止
対
策
徹
底
す
る

山
本
　
富
夫

議
員

一　
　
般
　
　
質
　
　
問

動 機

業務に対する
I慣れや通信

ルール違反

機 会
監視されナょい

状況

正当化
♭が曖昧(

高浜口」新庁舎公民館建設基本設計業務

庁
舎
。公
民
館

設
計
業
者
決
定

′

０

一

◇最優秀提案/日本設計・未来プランエング設計共同体

◇優秀提案/株式会社宗本晋作建設設計事務所・

京福コンサルダント株式会社設計共同体
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一　
　
般
　
　
質
　
　
問平

成
２５
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り

取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
　
公
共
事
業
の
前
倒
し
を
検
討

横
田
　
則
孝

議
員

【横
田
】

高
浜
発
電
所
の
稼
働
停
止
に
よ
り
本

町
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
町

内
の
景
気
が
非
常
に
落
ち
込
み
、
全
て

の
産
業
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
状

況
を
見
る
時
、
短
期
的
に
は
地
域
の
経

済
対
策
や
雇
用
対
策
に
力
を
入
れ
る
ベ

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
中

・
長
期
的
に

は
将
来
を
見
据
え
た
、
思
い
切
っ
た
産

業
構
造
の
転
換
な
ど
の
政
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【町
長
】

今
後
再
稼
働
の
目
途
が
た
つ
ま
で
の

町
内
事
業
者
の
踏
ん
張
り
を
支
え
る
施

策
を
考
え
て
い
る
。
平
成
２５
年
度
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
即
効
性
が
あ
る

公
共
事
業
の
前
倒
し
発
注
や
消
費

・
誘

客
を
誘
引
す
る
施
策
を
取
り
入
れ
、
ま

た

「将
来
に
繋
が
る
事
業
」
を
効
果
的

に
組
み
込
ん
で
い
き
た
い
。

高
浜
町
が
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ

ン
ト
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
な

が
ら
予
算
編
成
に
取
り
組
む
。

【清
常
】

使
用
済
み
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
の

一
般
質
問
の
答
弁

で
、　
一
義
的
に
は
事
業
者
が
設
備
す
る

も
の
で
あ
り
、
早
急
に
働
き
か
け
る
と

の
事
で
あ
っ
た
が
ど
う
で
あ
つ
た
か
。

【阿
長
】

使
用
済
み
核
燃
料
に
つ
い
て
は
、
中

間
貯
蔵
施
設
に
移
す
こ
と
を
望
ん
で
い

る
が
、
現
状
で
は
具
体
的
計
画
に
至

っ

て
い
な
い
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
緊
急

回
避
対
策
と
し
て
、
サ
イ
ト
内
で
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
貯
蔵
も
想
定
す
る
段
階
に

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

◆
機
構
改
革

（人
事
管
理
）
に
つ
い
て

【清
常
】

機
構
改
革
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
約

３
年
８
ケ
月
経
過
す
る
が
、
所
期
の
目

標
の

一
つ
で
あ
っ
た

「庁
舎
内
ム
ー
ド

の

一
新
」
に
つ
い
て
ど
う
評
価
し
て
い

る
か
。
Ｈ
月
開
催
の
議
会
出
前
報
告
会

に
お
い
て
職
員
の
挨
拶
、
対
応
等
に
つ

い
て
相
当
厳
し
い
意
見
が
あ
っ
た
。

◆
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
拠
点
化
に
つ
い
て

【横
田
】

現
在
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
園
芸
施
設

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
施
設

の
主
要
電
源
に
太
陽
光
発
電
や
風
力
発

電
な
ど
の
エ
コ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
用
い

て
み
て
は
ど
う
か
。
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
と
し
て
国
や
県
の
補
助
金
や
支
援

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

【ま
ち
づ
く
り
課
長
】

エ
コ
農
業
の
観
点
か
ら
、
太
陽
光
発

電
を
利
用
す
る
施
設
と
し
て
費
用
対
効

果
を
検
証
し

な
が
ら
、
国

や
県
の
補
助

金
対
応
が
出

来
る
よ
う
要

望
し
て
い
き

た
い
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
困
爾
紳
円
Ｗ
ｒ

一

こ
の
事
は
効
率
重
視
の
パ
ソ
コ
ン

・

メ
ー
ル
等
に
偏
重
し
す
ぎ
た
事
に
よ
る

職
員
間
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、

人
事
管
理

・
タ
テ
の
ラ
イ
ン
の
あ
り
方

が
要
因
で
は
な
い
か
。

今

一
度
機
構
改
革
を
見
直
し
、
課
長

職
責
平
準
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

【副
町
長
】

役
場
内
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
、
職
員

の
接
遇
の
質
に
あ
る
こ
と
は
否
定
は
し

な
い
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
不
快
な
思
い

を
さ
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
指
導
を
徹

底
し
て
い
く
。

従
来
よ
り
役
所

の
組
織

（
人
事
管

理
）
は
首
長
を
頂
点
に
し
た

「ピ
ラ
ミ

ッ
ド
型
」
タ
テ
割
り
行
政
を
採
用
し
て

い
る
が
、
当
町
は
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
為
、
各
課
横
断
の

「プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
型
を
併
用
し
て
い
る
。

機
構
の
再
編
に
あ

つ
て
は
、
庁
舎
完

成
の
平
成
２８
年
春
に
向
け
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
担
当
部
署
の
再
編
、
分
か
り
や
す

い

「
課
の
名
称
」

「業
務
量
の
偏
り
を

な
く
し
た
組
織
」
を
考
え
て
い
る
。

使
用
済
み
核
燃
料
の
関
電
の
取
り
組
み
は

答
弁
　
具
体
的
な
計
画
に
至
っ
て
い
な
い

清
常
　
光
洋

議
員

◆
原
発
稼
働
停
止
に
よ
る
地
元
経
済
へ

の
影
響
と
再
稼
働
へ
の
道
筋
に
つ
い
て

【大
塚
】

昨
年
も
同
様
の
質
問
を
し
た
が
、
そ
れ

か
ら
一年
、
状
況
は
遅
々
と
し
て
進
ま
す
、

地
元
経
済
に
及
ぼ
す
ダ
メ
ー
ジ
は
更
に

増
し
て
い
る
が
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
安
全
が
確
認
で
き
た
も
の
は
、

再
稼
働
さ
せ
る
と
い
う
強
い
思
い
で
、
古同

浜
３
・４
号
機
の
再
稼
働
へ
の
工
程
表
を

ど
う
描
い
て
い
る
か
。

【教
育
長
】

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、全

業
種
に
わ
た
つ
て
発
電
所
の
影
響
が
直
接

的
に
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り
、

ほ
と
ん
ど
の
業
種
、
多
く
の
業
者
が
影
響

を
受
け
て
い
る
現
状
変
わ
り
は
な
い
。
再

稼
働
の
道
筋
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
に
よ
る
安
全
基
準
を
早
期
に
策
定
し
、

各
プ
ラ
ン
ト
の
去
就
を
は
つ
き
り
さ
せ
る
事

が
重
要
で
そ
れ
ま
で
の
支
援
策
と
し
て
、

２５
年
度
・前
期
は
町
単
独
・県
の
支
援
策
、

後
期
は
国
の
補
正
予
算
等
で
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
。
ま
た
、
原
発
の

再
稼
働
問
題
は
、
日
本
の
経
済
に
と
っ
て

「今
そ
＞」に
あ
る
危
機
」
と
い
つ
て
も
過
言

【小
幡
】

町
職
員
に
よ
る
公
金
不
祥
事
の
再
発

防
止
に
は
内
部
統
制
の
仕
組
み
の
監
査

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
監
査
委
員

が
行
う
監
査
に
加
え
て
、
外
部
の
専
門

家
に
よ
る
監
査
を
実
施
で
き
る
よ
う
個

別
外
部
監
査
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。
【副
町
長
】

今
回
の
不
祥
事
を
踏
ま
え
個
別
外
部

監
査
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の

方
法
で
あ
る
。
町
職
員
の
意
識
改
革
の

た
め
新
た
な
監
査
方
法
を
検
討
し
信
頼

回
復
に
努
め
る
。

◆
公
立
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

【小
幡
】

町
立
図
書
館

・
学
校
図
書
館
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
。
充
実
策
を
間
う
。

【教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

町
立
図
書
館
は
築
２７
年
が
経
過
し
老

朽
し
て
い
る
が
蔵
書
数
や
貸
し
出
し
実

績
は
他
町
と
遜
色
な
い
。
来
年
度
以
降
、

文
化
会
館
の
改
修
工
事
と
併
せ
て
、
施

設
の
増
設
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
エ
事
を
計

外
部
監
査
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

答
弁
　
外
部
監
査
の
導
入
も

ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
る

小
幡
　
憲
仁

議
員

で
は
な
く
再
稼
働
に
向
け
た
環
境
を
整
え

る
べ
く
、
全
国
の
原
発
立
地
自
治
体
の
先

頭
に
立
っ
て
国
や
関
係
機
関
に
機
動
的
か

つ
現
実
的
な
要
請
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

【大
塚
】

文
科
省
で
は
様
々
な
検
討
や
対
策
が

語
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
は
い
じ

め
が
広
が
っ
て
い
る
。
高
浜
町
の
い
じ
め
　
，

の
実
態
と
未
然
防
止
策
は
。

【町
長
】

実
態
は
、全
国
で
小
・中
学
校
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
３
万
件
超
、福
井
県
内
で
も
小
・中

学
校
と
も
に
、
約
２
０
０
件
の
報
告
が
あ

る
（２３
年
度
）
。
高
浜
町
で
は
、
Ｈ
月
上
旬

ま
で
の
集
計
で
町
内
全
体
で
１５
件
（２４
年
度
）。

文
科
省
の
問
題
対
応
の
手
引
き
が
改

訂
さ
れ
、い
じ
め
ら
れ
た
子
ど
も
の
立
場
に

立
っ
て
判
断
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
。

未
然
防
止
の
取
り
組
み
は
、教
職
員
や

教
委
関
係
者
は
研
修
会
や
講
演
会
に
参

加
し
、
学
校
で
は
道
徳
や
学
級
活
動
の
時

間
に
事
例
紹
介
で
の
指
導
、
相
談
員
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、養
護
教
論
を
中
心

と
し
た
相
談
体
制
の
充
実
、学
校
関
係
者

と
教
育
委
員
会
の
意
見
交
換
、
情
報
の
共

有
化
を
図
っ
て
い
る
。

画
し
て
い
る
。
学
校
図
書
館
は
基
準
冊

数
に
達
し
て
い
な
い
学
校
も
あ
る
。
今

後
、
中
央
図
書
館
と
の
連
携
事
業
や
読

書
会
の
実
施
、
司
書
教
諭
の
研
修
等
で

図
書
活
動
の
充
実
を
図
る
。

◆
住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
支
援
事
業
の
店
舗

等
へ
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て

【小
幡
】

町
内
業
者
施
工
に
よ
る
住
宅
改
修
に

か
か
る
費
用
の
２。
％

（最
高
２。
万
円
ま

で
）
を
補
助
す
る

「住
宅
リ
フ
オ
ー
ム

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
地
域
経
済
の

景
気
対
策
の

一
環
で
店
舗
等
へ
の
対
象

拡
大
が
で
き
な
い
か
。

【建
設
整
備
課
長
】

店
舗
等

へ
の
補
助
対
象
拡
大
は
検
討

事
項
で
あ
る
。
現
在
、
個
人
住
宅
の
補

助
需
要
が
高
い
こ
と
か
ら
対
象
を
店
舗

等

へ
拡
大
す
る
前
に
住
宅
需
要
の
掘
り

起
し
が
効
果
的
と
考
え
る
が
、
店
舗
等

へ
の
対
象
拡
大
に
つ
い
て
時
限
的
な
予

算
拡
充
や
補
助
内
容
の
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

(Ⅲ

9

い
じ
め
の
実
態
と
未
然
防
止
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
　
相
談
体
制
の
充
実
、
情
報
の
共
有
化
、
連
携
を
図
る

大
琢
　
ひ
と
み

議
員

一　
　
般
　
　
質
　
　
問
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一　
　
般
　
　
質
　
　
問

【上
尾
】

近
年
の
う
ち
に
、
多
く
の
管
理
職
員

が
定
年
と
な
る
が
、
補
充
と
管
理
職
員

養
成
な
ど
対
応
は
。

【副
町
長
】

今
年
度
末
退
職
予
定
者
は
６
名
で
、

５
級
課
長
補
佐

（課
長
試
験
合
格
）
を

職
務
評
価
を
も
つ
て
適
任
者
を
充
足
す
る
。

「職
場
研
修
」

「職
場
外
研
修
」
な

ど
、
職
責
に
応
じ
た
研
修
を
受
講
し
、

管
理
職
と
な
り
管
理
職
研
修
や
他
の
研

修
受
講
の
機
会
を
増
や
し
、
管
理
職
と

し
て
の
能
力
向
上
を
図
る
体
制
づ
く
り

に
取
組
ん
で
い
る
。

【上
尾
】

庁
舎
公
民
館
建
設
検
討
委
員
会
で
、

検
討
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
部
会

な
ど
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

公
民
館
に
つ
い
て
は
館
長
を
早
期
に
公

募
選
任
し
、
館
長
を
中
心
と
し
た
検
討

委
員
会
を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
。

【町
長
】

館
長
を
中
心
の
取
り
組
み
は
理
想
的

で
あ
る
。
館
長
選
任
後
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

【副
町
長
】

建
設
検
討
委
員
会
で
は
、
基
本
設
計

の
ト
ー
タ
ル
的
な
事
項
を
検
討
し
、
職

員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
素

案
を
諮

っ
て
い
く
。
公
民
館
の
運
営
面

で
は
、
高
浜
地
区
区
長
会
の
推
薦
に
よ

る
専
任
館
長
中
心
の
運
営
協
議
会
を
組

成
し
て
、
活
発
な
活
動
を
期
待
す
る
。

【上
尾
】

来
年
度
の
城
山

・
漁
港
周
辺
整
備
の

推
進
計
画
と
財
源
計
画
は
。

【町
長
】

城
山
荘
は
計
画
を
先
延
ば
し
、
計
画

し
て
い
た
サ
イ
ク
ル
共
生
交
付
金
は
他

の
事
業
に
充
て
る
。

【副
町
長
】

城
山
公
園

・
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
に
て
項
目
ご
と
の
実
施
時

期
も
含
め
検
討

・
計
画
づ
く
り
を
進
め

る
。
事
業
財
源
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

対
象
事
業
と
し
、
公
園
整
備
、
公
民
館

建
設
、
周
辺
道
路
、
歩
道
整
備
の
計
画

全
体
を
パ
ツ
ケ
ー
ジ
で
採
択
を
受
け
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

【粟
野
】

政
治
の
基
本
は
治
山
治
水
に
あ
る
。

高
浜
町
に
は
、
多
く
の
砂
防
ダ
ム
や
土

砂
ダ
ム
が
あ
る
。
そ
の
多
く
が
土
砂
で

一
杯
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
山

梨
県
中
央
自
動
車
道
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル

の
例
も
あ
る
。
管
理
の
現
状
を
問
う
。

【建
設
整
備
課
長
】

砂
防
事
業
の
実
施
は
県
が
行
っ
て
い
る
。

土
砂
の
除
去
は
行
わ
な
い
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。
施
設
点
検
は
年
１
回
目
視
に
て
行

っ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
の
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
。
必
要
な
修
繕
は
行
う
。

ス
ポ

ッ
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
地
道

に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
環
境
が
整
え
ば
思

い
切

っ
た
誘
致
活
動
を
行

い
た
い
。

◆
役
場
の
封
筒
に
ス
ポ
ン
サ
ー
を

【栗
野
】

住
民
課
の
窓
口
を
利
用
す
る
と
き
、

受
け
取
っ
た
文
書
を
入
れ
る
封
筒
を
町

内
か
ら
提
供
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

【総
務
課
長
】

広
告
付
き
封
筒
を
作
成
す
る
こ
と
は

す
で
に
全
国
で
も
例
が
あ
り
、
法
的
に

も
問
題
は
な
い
。
今
後
検
討
し
た
い
。

ざ

【廣
瀬
】

全
国
の
小
中
高
で
の
い
じ
め
問
題
は
、

今
年
度
４
月
～
９
月
迄
に
‐４
万
件
発
生

し
て
い
る
。
文
科
省
は
緊
急
調
査
に
追

わ
れ
て
い
る
が
、
福
井
県
で
は
７
４
６

件
も
発
生
し
て
い
る
。
高
浜
町
の
小
学

校

。
中
学
校
で
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

大
津
の
事
件
で
も
分
か
る
よ
う
に
大

変
悲
惨
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
些
細
な
ト

ラ
ブ
ル
も
い
じ
め
と
し
て
と
ら
え
る
傾

向
も
あ
る
。
学
校
と
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
密
に
し
て
ど
ん
な
些
細
な
事
で

も
共
有
し
て
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
様
な
対
策

を
取
り
組
ん
で
い
る
か
問
う
。

【教
育
長
】

高
浜
町
内
小
中
学
校
の
認
知
件
数
は
、

小
学
校
８
件
、
中
学
校
７
件
で
あ
る
。

い
じ
め
は
、
人
間
と
し
て
絶
対
に
詐
せ

な
い
、
強
い
認
識
を
関
係
者
が
持
つ
こ

と
で
あ
る
。
大
人
の
側
に
認
識
や
見
解

の
相
違
が
あ
る
ほ
ど
、
い
じ
め
が
助
長

さ
れ
解
決
が
困
難
な
る
。
い
じ
め
を
傍

観
す
る
と
い
う
行
為
も
許
さ
れ
な
い
行

為
と
い
う
認
識
を
も

つ
て
指
導
を
す
る
。

職
員
間
で
で
き
る
だ
け
確
実
に
伝
え
合

い
、
現
場
で
全
体
的
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
意
識
向
上
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
教
育
現
場
で
あ
る
学
校
を
訪

問
す
る
こ
と
で
、
児
童

。
生
徒
の
様
子

を
観
察
し
校
内
の
雰
囲
気
や
状
況
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
と
の
意
思

疎
通
を
さ
ら
に
密
に
し
、
情
報
の
共
有

化
を
図

っ
て
い
く
。
地
域
の
協
力
や
支

援
、
保
護
者
の
理
解
を
得
な
が
ら

「真

に
開
か
れ
た
学
校
」
に
取
り
組
ん
で
い

◆
廃
校

（神
野
小
学
校

・
音
海
小
中
学

校
）
の
活
用
に
つ
い
て

【廣
瀬
】

校
舎
も
老
朽
化
し
て
い
く
が
、
地
域

避
難
場
所
以
外
に
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
間
う
。

【総
務
課
長
】

行
政
も
検
討
し
て
い
る
が
、
地
域
の

要
望
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
理
想
的
な
事
業
者
を
探
す

の
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
地
域
の
皆

さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
検

討
す
る
。

【渡
邊
】

災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
問
題
に
つ

い
て
、
以
下
間
う
。

①
受
け
入
れ
総
量
７
０
０
ト
ン
で
、

放
射
能
の
累
積
量
は
い
く
ら
に
な
る
と

推
定
す
る
か
。
②
焼
却
期
間
中
の
放
射

能
測
定
の
計
画
は
。
③
不
燃
物
処
分
地

で
の
焼
却
灰
の
管
理
は
ど
の
よ
う
か
。

①
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
は

「高
浜
町

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

例
」
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
。

【住
民
課
長
】

①
７
０
０
ト
ン
処
理
す
る
と
９
１
０
万

ベ
ク
レ
ル
に
な
る
。
②
焼
却
期
間
中
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
、
不
燃
物
処
分
地
で
定

期
的
に
測
定
す
る
。
③
焼
却
灰
の
上
に

覆
土
し
、
シ
ー
ト
で
覆
う
。
④
廃
棄
物

処
理
計
画
は
町
長
の
専
権
事
項
で
あ
り
、

条
例
に
抵
触
し
な
い
。

◆
高
浜
町
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

【渡
邊
】

高
浜
町
情
報
公
開
条
例
で
は
、
そ
の
請

求
者
は
、
「町
内
に
住
所
を
有
す
る
」
個
人
、

法
人
、
そ
の
他
の
団
体
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。情
報
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
町
外

者
な
ど
誰
で
も
請
求
で
き
る
よ
う
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【副
町
長
】

事
業
者
に
よ
る
営
利
目
的
請
求
も
増

加
し
て
い
る
と
聞
く
。慎
重
に
検
討
し
た

庁
舎
と
公
民
館
と
は
別
途
検
討
す
べ
き
で
は

答
弁
　
新
公
民
館
長
を
中
心
の
活
動
に
期
待

上
尾

徳
郎

議
員

■

■

■

■

―

■

■

―

■

―

題

鰐

ｌｌ

Ｉ

学
校
教
育
（い
じ
め
）
問
題
に
つ
い
て

答
弁
　
情
報
の
共
有
化
を
図
る

廣
瀬
　
と
し
子

議
員

,
ヽ

◆
映
画
ロ
ケ
地
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
間
う

【粟
野
】

２２
年
の
３
月
議
会
で
高
浜
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
立
を
問
う
た
。
そ

の
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

【ま
ち
づ
く
り
課
長
】

県
で
は
ロ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
ガ
イ
ド
と
い

う
Ｐ
Ｒ
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
り
制
作

会
社

・
脚
本
家

。
監
督
に
向
け
た
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
１６

◆
複
式
簿
記
に
変
更
の
考
え
は
な
い
か
。

【栗
野
】

今
の
会
計
の
あ
り
方
は
、
お
金
の
収

支
だ
け
の
単
式
簿
記
で
あ
る
。
複
式
簿

記
に
改
善
し
な
い
か
。

【町
長
】

不
正
経
理
な
ど
が
し
に
く
く
な
る
が
、

費
用
が
掛
か
る
こ
と
と
事
務
処
理
が
煩

雑
に
な
る
。
今
後
は
ま
ず
研
修
受
講
か

ら
推
進
す
る
。

) ,

―‐

砂
防
ダ
ム
の
維
持
管
理
を
間
う

答
弁
　
年
１
回
点
検
を
実
施

粟
野
　
明
雄

議
員

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

園

脚

翔

仰

‐ ｌ

ｒ

災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
に
つ
い
て

渡
邊

孝

議
員

ヤ◆
街
灯
の
改
善
に
つ
い
て

【渡
邊
】

高
浜
中
学
校
の
登
下
校
路
の

一
部
が

夜
間
暗
い
。防
犯
上
改
善
さ
れ
た
い
。

【建
設
整
備
課
長
】

現
地
は
、
樹
木
が
行
灯
を
覆
い
光
を
遮

り
暗
く
な
っ
て
い
る
。
定
期
的
に
樹
木
の

剪
定
を
行
う
。

◆
城
山
公
園
整
備
に
つ
い
て

【渡
邊
】

コ
ン
パ
ク
ト
ン
テ
ィ
ー
計
画
と
し
て

城
山
公
園
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
も
そ
も
町
民
か
ら
そ
の
よ
う
な

要
望
が
で
て
い
る
と
は
思
え
な
い
が
。

【町
長
】

町
民
と
と
も
に
、
「町
民
に
愛
さ
れ
る

城
山
公
園
」
を
め
ざ
し
た
整
備
を
進
め
る
。

多
大
な
経
費
は
か
け
な
い
。

一　
　
般
　
　
質
　
　
問
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各

委

員

会

報

告

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

磯
部
　
武
史

◇
‐２
月
１１
日

（火
）

委
員
全
員
出
席
の
下
、
当
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
慎
重
審
議
の
結
果
全
議
案
に
つ
い

て
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
請
願
１
件

と
陳
情
２
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

■
高
浜
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
体
暇
等

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
勤
務
時
間
の

変
更
で
勤
務
時
間
が
８
時
間
か
ら
７
時

間
４５
分
に
な
る
。

■
団
体
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
一
般
型
）
高
浜
地
区
の
計
画
変
更

地
す
べ
り
対
策
で
、
予
定
し
て
い
た

中
山
地
係
の
暗
渠
排
水
工
、
客
土
工
、

鳥
獣
侵
入
防
止
施
設
整
備
工
が
廃
工
に

な
る
。

２５
年
度
か
ら
３
年
間
、
道

の
駅
指
定

管
理
者
に
つ
い
て
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
選
定
し
た
結
果
、
御
共
立
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
し
た
い
。

建
設
整
備
課
長

１
件
限
度
額

２０
万
円

で
、

６
作
分
。

出
来

る
だ
け
多
く

の
予
算
を
組

ん
で
、

全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
予
算
を
組

む
考
え
で
あ
る
。

◆
教
育
費

高
浜
小
学
校
校
舎
防
水
工
事
費
減
額

４
０
４
万
４
千
円
の
内
訳
は
。

教
育
事
務
局
長

Ｆ
Ｒ
Ｐ
工
法
防
水
か
ら
、
場
所
が
広

く
保
護
膜
の
い
た
み
が
激
し
い
の
で
シ

ー
ト
防
水
に
見
直
し
た
。

【賛
成
多
数
で
可
決
】

■
住
民
の
安
全

・
安
心
を
支
え
る
公
務

・

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制

・
機
能
の
充

実
を
求
め
る
陳
情

国
の
出
先
機
関
に
つ
い
て
、
存
続

・

充
実
を
と
い
う
事
だ
が
、
新
し
い
内
閣

も
発
足
す
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
方
向

性
を
見
定
め
た
う
え
で
新
た
に
陳
情
さ

れ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

【全
員
賛
成
で
不
採
択
】

■
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「地
方

財
源
を
確
保

・
充
実
す
る
仕
組
み
」

の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
全
世
界
、
特

に
先
進
国
で
は
積
極
的
に
行
う
必
要
が

あ
る
。
森
林
を
守
る
た
め
の
税
で
あ
り
採
択

す
べ
き
。

化
石
燃
料
等
の
価
格
に
上
乗
せ
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
中

身
や
、
ど
の
程
度
の
負
担
に
な
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。

新
し
い
政
府
で
検
討
さ
れ
る
と
い
う

事
な
の
で
継
続
審
査
と
し
た
い
。

【賛
成
多
数
で
採
択
】

現
在
の
１７
時
３０
分
か
ら
１７
時
１５
分
に

な
る
。
電
算
は
１７
時
１５
分
で
止
め
て
し

ま
う
が
、
そ
れ
以
外
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

委
員
長
　
西
出
　
秀
雄

◇
‐２
月
１０
日

（月
）
９
時
よ
り

目
圏
日

付
託
案
件
の
審
査

●
承
認
第
５
号

専
決
処
分
の
承
認

平
成
２４
年
度

一
股
会
計
補
正
予
算

（第
５
号
）
９
８
４
万
円
を
追
加
。
歳

入
歳
出
７９
億
６
２
９
８
万
４
千
円
。

【審
議

（質
疑
）
の
概
要
】

◆
総
務
費

【
政
党
が
多
く
な
っ
た
が
、開
票
の
改
善
策
は
。

総
務
課
長

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
費
用
、
９
政

党
の
届
け
出
が
あ
り
、
前
回
の
選
挙
と

何
も
変
わ
ら
な
い
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

の
設
置
、
撤
去
費
は
委
託
し
て
い
る
。

時
間
外
勤
務
等
人
件
費
で
県
か
ら
必
要

経
費
は
出
る
。

【全
員
賛
成
で
承
認
】

●
議
案
第
６８
号

平
成
２４
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
６
ロラ

７
５
４
７
万
１
千
円
を
追
加
。
歳
入

歳
出
の
総
額
８０
億
３
８
４
５
万
５
千
円
。

【審
議

（質
疑
）
の
概
要
】

◆
総
務
費

◆
衛
生
費

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
エ
事
費
４
フ
９
万

３
千
円
の
増
額
に
つ
い
て
。

保
健
課
長

研
修
医
の
教
育
、
研
修
講
義
を
実
施

す
る
為
丹
南
、
教
賀
病
院
、
福
井
大
学

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
る
。
月

に
３
回
講
義
を
配
信
。

◆
商
工
費

観
光
振
興
対
策
事
業
費
２
５
０
万
円
に
つ

い
て
経
済
対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

嶺
南
地
域
に
お
け
る
民
宿

の
落
ち
込

み
に
対
す
る
経
済
対
策
で
、
県
２
分
の

１
の
補
助
で
、
宿
泊
に
対
す
る
ふ
ぐ
カ

ニ
ツ
ア
ー

ヘ
の
１
人

５
０
０
０
円

で

２
０
０
名
分
と
、
ひ
な
ま

つ
り
に
運
行

す
る
馬
車
の
補
助
費
等
で
あ
る
。

◆
農
地
費

公
有
財
産
購
入
費
に
つ
い
て
笠
原
川
の
道

路
に
接
続
す
る
の
か
、
ア
ス
フ
ア
ル
ト
か
、

上
下
水
道
は
。

副
町
長
笠
原
川
の
道
路
に
接
続

の
予
定
。
ア

ス
フ
ア
ル
ト
で
、
平
成
２６
年
完
成
を
め

ざ
す
。
３
月
議
会
に
予
算
を
上
げ
る
予

定
。

◆
土
木
費

窓
口
義
務
も
１５
分
早
く
締
め
る
と
い
う
事

か
。

鳥
獣
侵
入
防
止
柵
の
工
事
が
廃
工
と
な
っ

た
こ
と
に
関
連
し
、獣
害
対
策
に
つ
い
て
全

町
的
な
取
り
組
み
が
出
来
な
い
か
。

集
落
間

で
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
受

益
者
負
担
等
の
問
題
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
が
あ
り
全
町
的
に
合
意
形
成
で

き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■
高
浜
町
道
の
駅
の
指
定
管
理
者
の
指

定

地
元
の
就
労
者
は
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

移
行
後
ど
う
な
る
の
か
。

現
給
保
証
で
全
員
転
籍
で
き
る
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

目
□
ロ
ロ

■

「非
核
平
和
都
市
宣
言
」
採
択
に
つ

い
て
の
請
願

共
産
党
を
中
心
と
し
て
、
町
や
議
会

に
要
請
し
て
お
ら
れ
る
が
、
即
時
に
原

発
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
方
向
で
運
動

さ
れ
て
い
る
。

立
地
で
あ
る
高
浜
町
で
は
そ
の
よ
う

な
要
素
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
、
不
採
択
に
す
べ
き
。

【全
員
賛
成
で
不
採
択
】

副
町
長
３
年
契
約

で
レ
ン
タ
ル
。
１
０
６
台

分
で
あ
る
。

役
場
内
の
電
話
器
更
新
費
１
０
６
万
１
千

円
に
つ
い
て
。

新
庁
舎
、公
民
館
建
設
の
基
本
設
計
の
業
者

の
決
定
に
つ
い
て
（１
２
９
９
万
１
千
円
）
。

一呻韓晦』勘駒削理事業費、２３９万

住
民
課
長

災
害
廃
棄
物

の
放
射
線
等

の
測
定
費
。

副
町
長
６
社
か
ら
１
社
に
決
定
。
県
外
業
者

で
‐２
月
２‐
日
予
定
で
あ
る
。

◆
民
生
費

一
「
蜂
解
険
繰
出
金
２
１
８
８
万
３
千
円
に

保
健
課
長

新
入
所
者
が
け
い
あ

い
の
里
、
養
梅

園
、
グ

っ
と
サ
ポ
ー
ト
等

の
利
用
増
加
。

重
度
障
害
者
医
療
費

の
助
成
金

の
増
額
、

５
５
２
万
６
千
円
等
で
あ
る
。

あ

青葉グラウンド地滑り

大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ダ
ツ
ク

ス
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
会
社
の
関
連
は
あ
る
の
か
。

内
部
事
情
に

つ
い
て
詳
し

い
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
が
、
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
営
業
部
門
の
社
員
に
は
元
々
大
新
東

の
方
が
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

∪く)

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
費
１
２
０
万

円
の
内
訳
は
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

議
案
第
フ
口巧

各

委

員

会

報

告

議
案
第

祀
号

議
案
第

門
号

陳
情
第
６
号

陳
情
第
３
号

10
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各・

委 :

員 !

会 :

幸R I

告・

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

審
査
事
項

依>と士

委
員
長

横
田
　
則
孝

◇
‐２
月
１２
日

（水
）

付
託
条
件
の
審
査

●
議
案
第
６９
号

■
平
成
２４
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

療
養
給
付
費
等
負
担
金
な
ど
公
費
負

担
割
合
に
つ
い
て

国
の
療
養
給
付
費
負
担
割
合
は
、
３４

％
か
ら
３２
％
に
、
国
の
財
政
調
整
交
付

金
は
９
％
で
、
県
の
財
政
調
整
交
付
金

は
７
％
が
９
％
に
な
り
、
公
費
で
の
５０

％
の
負
担
割
合
は
変
更
な
し
で
あ
る
。

●
議
案
第
７０
号

■
平
成
２４
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
支
援
事
業
と
の
併

用
は
区
分
け
を
し
て
利
用
が
で
き
る
。

利
用
状
況
と
し
て
４
月
４
作
、
５
月

３
作
、
６
月
４
作
、
７
月
３
件
、
８
月

１
作
、
９
月
３
件
の
利
用
状
況
と
の
報

生
回
。

琶
員
長

上
尾
　
徳
郎

◇
‐２
月
１４
日

（金
）

◆
安
全
規
制
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

原
子
力
規
制
庁

・
規
制
委
員
会
の
森

田
地
域
原
子
力
安
全
統
括
管
理
官
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

規
制
委
員
会
の
発
足
の
経
緯
と
組
織

そ
し
て
、
原
子
力
規
制
組
織
体
制

・
制

度
改
革

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
規

制
」
と

「
利
用
」
の
分
離
の
徹
底

・
原

子
力
安
全
規
制
の

一
元
化

・
透
明
性
の

高
い
情
報
公
開

。
福
島
事
故
を
踏
ま
え

た
原
子
力
規
制
の
転
換
に
よ
る
、
新
た

な
安
全
基
準

の
策
定
と
制
度
の
整
備
。

防
災
体
制
の
強
化
と
し
て
防
災
会
議
を

設
置
し
、
防
災
対
策
推
進
体
制
の
整
備

と
強
化
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
シ
ミ
ュ

リ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

委
員
か
ら
廃
炉
時
の
規
制
や
オ
フ
サ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
、
緊
急
時
の

避
難
経
路
、
拡
散
デ
ー
タ
ー
の
ミ
ス
原

因
は
、
安
全
基
準
前
倒
し
の
対
応
、
活

断
層
問
題
、
マ
ス
コ
ミ
や
風
評
に
流
さ

れ
な
い
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
基
準
を

求
め
る
な
ど
多
く
の
意
見
要
望
や
質
問

が
あ
つ
た
。

●
議
案
第
刃
号

■
高
浜
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
改
正
に
つ
い
て

「地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
平
成
２２
年
６
月
の
閣
議
決
定

に
基
づ
き
本
条
例
の
改
正
が
生
じ
た
た

め
に
上
程
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
視
察
研
修

◇
１１
月
１５
日

（木
）

・
１６
日

（金
）

◇
視
察
先

①
長
野
県
小
布
施
町

「ま
ち
と
し
ょ
テ
ラ
ソ
」

②
新
潟
県
糸
魚
川

「ジ
オ
パ
ー
ク
」

◆
小
布
施
町
立
図
書
館

「ま
ち
と
し
よ
テ
ラ
ソ
」

長
野
県
北
部
に
あ
る
小
布
施
町
は
面

積
１９
Ｍ
と
同
県
の
中
で
も
最
も
小
さ
い

町
で
あ
る
。
人
ロ
ー
万
１
０
０
０
人
の

町
に
年
間
延
べ
１
２
０
万
の
観
光
客
が

訪
ね
て
い
る
。

か
つ
て
そ
の
晩
年
を
過
ご
し
た
葛
飾

北
斎
を
始
め
、
地
元
の
豪
農
商
で
あ

つ

た
。
高
井
鴻
山
が
中
心
と
な
り
、
幕
末

の
文
人
た
ち
が
交
流
す
る
地
で
も
あ

っ

た
の
で
、
今
も
文
化
や
教
育
を
大
事
に

す
る
風
土
が
残

っ
て
い
る
。

新
し
い
町
立
図
書
館
は
町
民

へ
の
参

加
を
促
し
意
見
、
要
望
を
採
り
入
れ
な

が
ら
、
建
設
さ
れ
た
。
敷
地
に
は
小
布

施
町
役
場
や
ホ
ー
ル
な
ど
公
共
施
設
が

集
ま

っ
て
い
る
。
図
書
館
は
隣
接
す
る

小
学
校
の
校
庭
に
面
し
て
い
る
。
ま
ち

と
し
ょ
テ
ラ
ソ
が
オ
ー
プ
ン
し

「学
び

の
場
」

「
子
育
て
の
場
」

「
交
流
の

場
」

「情
報
発
信
の
場
」
と
い
う
４
つ

の
理
念
も
と
に
交
流
と
創
造
を
楽
し
む

文
化
の
拠
点
と
な
る
複
合
施
設
で
あ
る
。

絵
本
コ
ー
ナ
に
は
ち
ょ
つ
と
し
た
飲

食
が
出
来
る
小
さ
な
カ
フ
エ
テ
ー
ブ
ル

も
置
か
れ
て
あ
り
、
子
ど
も

・
大
人
も

観
光
客
や
グ
ル
ー
プ
で
も
タ
イ
ム
シ
ェ

ア
す
る
こ
と
で
全
体
を
使
い
切
れ
る
設

計
に
な

つ
て
い
る
。
受
験
前
は
図
書
館

を
利
用
す
る
学
生
が
多
く
、
学
生
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
場
所

で
あ
る
。

三
角
形
の
外
周
は
明
る
い
窓
辺
の
空

間
が
続
き
、
昼
間
は
電
灯
を
使
用
し
な

い
。
素
晴
ら
し
い
図
書
館
で
あ
る
。

◆
糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
髄

一
の
硬
玉

（ヒ
ス
イ
）
産
地

で
あ
り
日
本
を
東
西
に
分
け
る
大
き
な

溝

（
フ
オ
ッ
サ
マ
グ
ナ
）
の
地
で
も
あ

る
。
糸
魚
川
は
、
日
本
で
初
め
て
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
。

市
内
に
２４
か
所
あ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
を

中
心
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

険

要
介
護
１
～
５
、
要
支
援
１

・
２
、

介
護
予
防
は
自
立
し
て
生
活
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
人
で
あ
る
。
介
護
保
険
制

度
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
医

療
機
関
に
か
か
り

つ
け
医

（主
治
医
）

を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
１７
年
３
月
に
当
時
介
護
保
険
制

度

の
見
直
し
を
契
機
に
、
厚
生
労
働
省

が
め
ざ
し
て
い
る
予
防
重
視
型
シ
ス
テ

ム

ヘ
の
転
機
と
し
て
提
案
し
て
い
る
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
高
浜
町
に
お
い

て
も
必
ず
必
要
と
な
る
制
度
で
あ
り
、

高
浜
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
～
た
か

は
ま

ハ
ー
ト
プ

ラ
ン
～
を
基

に
小
規

模

。
多
機
能
施
設
開
設
趣
意
書
を
提
出

さ
れ
た
が
、
反
応
が
厳
し
か

っ
た
。
有

志

の
後
押
し
も
あ
り
平
成
１９
年
１
月
４

日
高
浜
町
指
定
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
と
な
る
。

開
設
後
５
年
が
経
過
し
た
が
入
居
者

の
多
く
は
、
他
府
県

の
方

の
利
用
で
あ

る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ヨ
ー
ト
ス
テ

イ
等
も
地
元
の
方
々
に
気
楽
に
利
用
し

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ

つ
た
。

福
祉
施
設
側
と
し
て
は
、
社
会
保
険

高
浜
病
院

の
存
続
問
題
が
重
要

で
あ

り
、
病
院
が
な
く
な

つ
た
ら
ど
う
し
よ

う

か
と
不
安
と

の
意
見
を
う

か
が

つ

た
。
福
祉
に
対
し
て
詳
し
く
説
明
を
聞

く
事
が
で
き
た
。

1為

/―

〕

◆
発
電
所
の
現
況
と

電
気
料
金
の
値
上
げ
申
請
に
つ
い
て

関
西
電
力
京
都
支
店
堀
田
副
支
店
長

ほ
か
関
係
本
部
担
当
者
、
高
浜
発
電
所

長
谷
所
長
ほ
か
の
出
席
の
下
、
今
回
の

電
気
料
金
値
上
げ
の
背
景
と
今
後
に
つ

い
て
、
高
浜
発
電
所
の
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

高
浜
発
電
所
で
は
、
緊
急
安
全
対
策

を
既
に
と

つ
て
実
効
性
の
向
上
に
自
主

的
に
取
り
組
み
、
防
潮
堤
や
免
震
事
務

棟
の
設
置
等
、
更
な
る
安
全
性
向
上
対

策
を
安
全
規
制
見
直
し
に
姑
応
し
つ
つ
、

新
知
見
な
ど
反
映
し
世
界
最
高
水
準
の

安
全
性
を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
る
と

の
報
告
を
受
け
た
。

電
気
料
金
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
原

発
停
止
に
よ
る
火
力
発
電
比
率
の
高
ま

り
に
伴
う
火
力
燃
料
費
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
、
経
常
損
失
は
過
去
最
大
の
赤

字
と
な
る
見
込
み
で
徹
底
し
た
経
営
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
燃
料
費

等
の
増
加
分
を
吸
収
し
き
れ
ず
値
上
げ

申
請
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
報
告
を
資

料
に
基
づ
き
質
疑
を
行

っ
た
。

晉
貝
長
　
廣
瀬
と
し
子

◇
‐２
月
１３
日

（木
）

◇
複
合
福
祉
施
設

「
で
あ
い
の
郷
」

代
表
　
山
本
勝
則

◆
施
設
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

山
本
代
表
か
ら
説
明
を
聞
き
、
意
見

交
換
を
行

っ
た
。

現
在
高
浜
町
の
高
齢
化
率
は
２５
％
で

ぁ
り
、
２５
％
以
上
が
基
準
の

「超
高
齢

化
社
会
」
に
な

っ
て
い
る
。
２
０
１
５

年
に
は
３０
％
、
１０
年
後
に
は
増
加
し
続

け
て
３３
％
に
な
る
、
全
国
に
先
駆
け
て

高
齢
化
を
体
験
す
る
地
域
に
な
る
と
思

う
。
高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域
で
は
ど
の

よ
う
な
医
療

・
福
祉
が
ふ
さ
わ
し
い

か
。福

祉
の
面
で
は
、
在
宅
で
の
介
護
を

支
え
る
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

の
事
務
所

（
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
）
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
受
け
入
れ
る
事
業
所
、
事
情
に

よ
り
長
期
入
所
が
必
要
な
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

入
所
施
設
で
あ
る
。

介
護
が
必
要
に
な

つ
た
ら
申
請
か
ら

利
用
ま
で
の
手
順
を
聞
い
た
。
介
護
保

()

小布施町立図書館「まちとしょテラソ」

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

各

委

員

会

報

告

地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会
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各

委

員

会

報

告

鳥
獣
害
防
止
対
策
特
別
委
員
会

香
員
長
　
山
本
　
富
夫

◆
町
内
の
獣
害
状
況
に
つ
い
て

獣
害
の
近
況
報
告
を
ま
ち
づ
く
り
課

よ
り
説
明
を
受
け
た
。
ア
ラ
イ
グ
マ
の

捕
獲
強
化
で
平
成
２０
年
度
～
２２
年
度
を

ピ
ー
ク
に
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
デ
ー

タ
ー
が
示
さ
れ
た
。
反
面
シ
カ
の
捕
獲

対
策
が
実
施
さ
れ
ず
被
害
増
大
懸
念
の

状
況
。
対
策
と
し
て
小
浜
ビ
ー
ス
ト
キ

ャ
ッ
チ
を
高
浜
で
実
施
す
る
場
所
選
定

を
検
討
中
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。

◆
お
お
い
町
獣
害
防
止
柵
設
置
区
域
視
察

お
お
い
町
山
ぎ
わ
恒
久
金
網
柵
設
置

事
業
の
現
地
視
祭
を
実
施
。
事
業
総
廷

長
１
５
８

ｏ
４
ｋｍ
で
Ｈ
２３
年
度
か
ら
事

業
開
始
し
総
工
費
約
１７
億
６
千
万
円
で

農
水
省

「鳥
獣
被
害
総
合
防
止
対
策
交

付
金
」
、
経
済
産
業
省

「電
源
立
地
対

策
交
付
金
」
と

一
般
財
源
で
地
元
負
担

金
な
し
で
実
施
さ
れ
て
い
た
。

実
施
に
当
た

っ
て
は
鳥
獣
害
防
止
対

策
協
議
会
が
設
置
主
体
と
な
り
各
集
落

間
と
の
協
議
と
ル
ー
ル
を
明
確
に
し
て

実
施
後
の
問
題
点
が
発
生
し
な
い
よ
う

工
夫
さ
れ
た
組
織
は
非
常
に
参
考
に
な

る
事
案
で
あ
っ
た
。

５０

４。

３０

２０

１０

０

委

員
　
井

ノ
元
　

康

夫

◇
１０
月
９
日

（火
）

◇
若
狭
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

◇
会
期
は
１
日
限
り
１４
名
全
員
出
席

松
崎
晃
冶
若
狭
消
防
組
合
管
理
者
か

ら
認
定
１
件
と
議
案
４
件
が
上
程
さ
れ
た
。

●
認
定
第
１
号

平
成
２３
年
度
若
狭
消
防
組
合

一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

決
算
の
概
要
に
つ
て
は
、
歳
入
総
額

‐５
億
３
５
９
６
万
９
４
４
２
円
、
歳
出

総
額
１５
億
１
４
３
１
万
４
２
３
２
円
。

歳
入
歳
出
差
引
額

２
１
６
５
万

５
２
１
０
円
で
あ
り
平
成
２４
年
度

へ
繰

り
越
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
は
な
い
た
め
、
実
質
収
支
額
は
歳
入

歳
出
差
引
額
と
同
額
と
な
っ
た
。

【全
員
賛
成
で
認
定
】

●
議
案
第
１
号

若
狭
消
防
組
合
広
告
式
条
例
の

一
部

改
正
若
狭
消
防
署
上
中
分
署
の
新
築
に
伴

い
、
掲
示
場
の
位
置
を
現
在
の
若
狭
町

役
場
上
中
庁
舎
前
か
ら
上
中
分
署
前
に

変
更
す
る
為
の
改
正
で
あ
る
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
議
案
第
２
号

若
狭
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一

部
改
正

近
年

の
電
気
自
動
車

の
普
及
に
よ
り

設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
急
速
充
電
設

備
を
、
対
象
火
気
設
備
等
と
す
る
よ
う

に
関
係
省
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
電
気
自
動
車
用
の
急
速
充
電
設
備
を

設
置
す
る
際
の
位
置
、
構
造
お
よ
び
管

理
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
あ
わ
せ
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
議
案
第
３
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

平
成
２４
年
９
月
６
日
に
高
規
格
救
急

自
動
車
の
指
名
競
争
入
札
が
行
わ
れ
落

札
さ
れ
、
若
狭
消
防
組
合
の
財
産
と
し

て
取
得
す
る
た
め
の
も
の
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
議
案
第
４
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

９
月
６
日
に
行
わ
れ
た
指
名
競
争
入

札
で
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
ｌ

ｌ
型

の
落
札
業
者
が
決
ま
り
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

【全
員
賛
成
で
可
決
】

■ アライグマ捕獲数の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24おおい田〕厘久金網柵おおい阿現地視察

＼_)

若
狭
消
防
組
合
議
会

14醤レ,澪 ,ヽど J rl第 113号

活発な意見変換を行い与多くの
貴重なピ意見をいただきました″

ｇ
続

み11月 7日、9日に、第3回目となる高浜町議会の出前報告会を開催いたしまし

た。今回の出前報告会では、過去2回の結果も踏まえて、できるだけ参加住民
の方と議員との意見交換に多くの時間を割いて運営しました。

あいにく、今回の参加者は前回よりも少なくなってしまいましたが少人数で

踏み込んだ意見交換ができ多くの貴重なご意見をいただきました。

今号の議会だよりでは、意見交換で頂戴したご意見に対する議会としての対
応状況をいくつか紹介いたします。

なお、高浜町議会の麻―ムページでは他のご意見も含めて紹介しておりま

すのでご覧下さい。今後も年2回の議会出前報告会を継続してまいりますので

町民の皆様の参加をお待ちしております。

■議会出苗報告会で出されたど意見と議会で7)対応

●役場の雰囲気が暗い。あいさつの徹底が必要ではないか。
12月定例会で役場職員不祥事に関連して、職員の人事管理などに

関し町行政との協議を実施。必要な対策について早急に実施する
ことと、まずは挨拶の徹底を強く申し入れました。

●赤ふんバスの運行を拡大して欲ししヽ(上国・夜間運行、通学利用)

住民サービスの面から運行拡大を行政に要望しました。

具体的には、当面、イベント開催時に土日、夜間運行を実施する。

児童の通学利用は教育委員会と議会とで最適な方法を検討してまいり

ます。

0新庁舎建設事業について ①事前説明が不十分 ②将来の財政に不安
③計画地は不適当ではないか。

①議会では町行政から一定の説明は受けてきましたし議会でも出前報

告会のテーマで意見交換を行いました。このように住民に説明していま

すが十分でなかった面もあります。今後も住民にしっかり説明するよう議

会でもチェックしていきます。 ②財政については6月議会でコンパクト関連事
業に対し議会として付帯決議を行い財政上慎重な対応を求めています。

③総合的に判断して議会としても現計画地が適地と判断しています。

●瑞祥苑は土日も開館して欲しい。

平成25年度から土曜日も開館する予定であると確認しました。日曜日の

開館については、今後、土曜日開館の状況を踏まえて考えていきます。

●県内の町議会では高浜町だけが政務調査費の交付を受けている。本当に必

要なのか使途を示して欲しい。

政務調査費は、議員の視察研修のあり方を見直して捻出した財源の範

囲内で交付しています。また、調査対象や使途には厳しい基準を設定し

精算後に不使用分は返金します。各議員が得意分野の調査に活用できる

ようになり効果的だと判断しています。

孝

ー

―

■゛
，
ヽ

ｎ
゛
′
″号３第５

議

会

出

前

報

告

会
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反
対
討
論

請
願
第
２
号

「非
核
平
和
都
市
宣
言
」
採
択

賛
成
討
論
　
渡
邊

孝
議
員

請
願
者
が
日
本
共
産
党
な
ど
の
理
由

で
否
決
さ
れ
る
が
、
原
子
力
発
電
の
問

題
に
は

一
言
も
触
れ
て
お
ら
ず
核
兵
器

廃
絶
の
為

の
請
願
で
あ
る
こ
と
か
ら
原

条
に
賛
成
す
る
。

粟
野
明
雄

議
員

高
浜
町
は
核
を
平
和
利
用
し
て
い
る

町
で
あ
り
核
兵
器
を
な
く
す
意
味
は
理

解
す
る
が
、
非
核
都
市
で
は
な
く
平
和

利
用
宣
言
を
し
て
い
る
。
よ

つ
て
高
浜

町
に
は
そ
ぐ
は
な
い
請
願
で
あ
る
た
め

反
対
す
る
。

【賛
成
少
数
で
不
採
択
】

●
陳
情
第
６
号

■
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「地
方

財
源
を
確
保

・
充
実
す
る
仕
組
み
」

の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
議
案
第
６９
号

■
平
成
２４
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

【全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
殉
号

■
平
成
２４
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
２
号
）

【全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
列
号

■
平
成
２４
年
度
高
浜
町
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

【全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
祀
号

■
高
浜
町
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
の
全
部
改
正
条
例

【全
員
賛
成
で
可
決
】

」印Ш田鮒幽存怪昼第３号

住
民
の
安
心
・安
全
を
支
え
る

公
務
・公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・

機
能
充
実
を
求
め
る
陳
情

賛
成
討
論
　
渡
邊

孝
議
員

新
た
な
政
府
に
提
出
す
る
方
が
望
ま

し
い
理
由
で
委
員
会
は
否
決
さ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
政
府
で
あ

っ
て
も
国
と
地

方

の
共
同
を
強
め
、
公
務
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
体
制
機
能

の
充
実
を
図

っ
て
、
防

災
対
策
な
ど
住
民
の
安
心
、
安
全
確
保

す
る
た
め
の
必
要
な
国
の
出
先
機
関
や

機
能

の
充
実
を
図

っ
て
欲
し
い
陳
情
で

あ
り
全
く
そ
の
通
り
で
賛
成
す
べ
き
で

あ
る
。

【賛
成
少
数
で
不
採
択
】

な
予
算
で
あ
り
異
論
は
な
い
が
、
新
庁

舎

・
公
民
館
建
設
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
以
前
か
ら
庁
舎
は
ま
だ
使
用
で
き

る
耐
震
補
強
す
れ
ば
１５
年
は
使
用
で
き

る
。
新
庁
舎
設
計
の
予
算
は
今
は
福
祉

に
使
う
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
　
山
本
［『田夫
議
員

現
在

の
防
災

・
減
災

の
観
点
か
ら
庁

舎
は
４７
年
を
経
過
し
て
お
り
調
査

の
結

果
相
当
な
被
害
が
予
測
さ
れ
る
。
教
育

会
館
に
つ
い
て
は
補
強
不
可
能
で
あ
る

な
ど
厳
し
い
判
定
が
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
町
民
の
方
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
庁
舎
、
教
育
会
館
で
は
な
く
今

や
限
界
に
き
て
い
る
。
議
会
も
議
論
し

判
断
を
し
た
。
耐
震
、
省

エ
ネ
、
ま
た

安
心
、
安
全
な
防
災

の
拠
点
と
な
る
よ

う
時
代
に
あ

つ
た
建
物
を
設
計
す
る
ベ

き
で
あ
る
。

【賛
成
多
数
で
可
決
】

●
議
案
第
刀
号

■
団
体
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

（
一
般
型
）
高
浜
地
区
の
計
画
変
更

【全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
刑
号

■
高
浜
町
の
道
の
駅
の
指
定
管
理
者
の

指
定

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
同
意
第
６
号

監
査
委
員
の
選
任【全
員
賛
成
で
同
意
】

０
同
意
第
フ
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
選
任

【全
員
賛
成
で
同
意
】

●
諮
問
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
適
任
】

●
発
委
第
９
号

高
浜
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
【全
員
賛
成
で
可
決
】

議
案
第
６８
号

平
成
２４
年
度
高
浜
町

一
般
会
計

補
正
予
算

（第
６
号
）

渡
邊
　
孝

議
員

新
た
に
補
正
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て

は
不
況
対
策
、
行
政
進
展
に
伴
う
必
要

０
議
案
第
刀
号

■
高
浜
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例

【全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
瓢
号

■
高
浜
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
議
案
第
発
号

■
高
浜
町

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
を
改
正
す
る
条
例

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
議
案
第
発
号

■
高
浜
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例

【全
員
賛
成
で
可
決
】

●
議
案
第
刃
号

■
高
浜
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
発
委
第
１０
号

高
浜
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
規
則
に
つ
い
て

【全
員
賛
成
で
可
決
】

０
発
委
第
相
号

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

「地
方

財
源
を
確
保

・
充
実
す
る
仕
組
み
」

の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

【全
員
賛
成
で
可
決
】

●
発
委
第
１２
号

過
疎
地
の
郵
便
局
効
率
化
推
進
に
反

対
を
求
め
る
意
見
書
【全
員
賛
成
で
可
決
】

,

採

洪

反
対
討
論
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傍聴の手続きは、議会事務局で住所・氏名 。年齢を記入していただくだけです。

次固定例会は3月 です。お待ちしております。
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凸女グループ
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暮
れ
も
お
し
迫

っ
た
あ
る
日
、
結
成

５３
年
、
８０
歳
前
後
の
皆
さ
ん
が
今
も
元

気
に
現
役
で
活
動
を
さ
れ
て
い
る
、
薗

部
区

「
山
吹
グ
ル
ー
プ
」
を
訪
ね
、
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ｏ

「山
吹
グ
ル
ー
プ
」
の
皆
さ
ん
の
活
動

は
、
昭
和
３４
年
に
当
時
の
若
妻
が
７
人

で
、
小
遣
い
を
つ
く
る
た
め
に
お
正
月

の
し
め
縄
を
作
り
販
売
し
た
の
が
き

つ

か
け
で
、
そ
の
後
は
育
苗

ハ
ウ
ス
作

り
、
共
同
転
作
、
む
ら
の
生
活
技
術
の

伝
承
、
地
域
農
産
物
の
上
手
な
活
用
、

味
噌
作
り
等
々
女
性
グ
ル
ー
プ
の
さ
き

が
け
と
し
て
、
常
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
精
神

を
忘
れ
ず
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

わ
ら
細
工
は
毎
年
、
し
め
縄
や
干
支

置
物
を
手
作
り
で
何
百
も
制
作
し
、
注

文
先
や
学
校
、
福
祉
施
設
に
バ
イ
ク
に

乗

っ
て
自
ら
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
ｏ

今
年
の
干
支
置
物

「
巳
」
は
、
時
岡

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
し
、
松
岡
さ
ん
が

着
物
を
ほ
ど
い
て
手
作
し
た
袋
、
首
に

は
ご
縁
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
五
円
玉

が
付
け
ら
れ
た
、
な
ん
と
も
縁
起
の
い

い
温
か
み
の
あ
る
作
品
に
仕
上
が

っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
人
生

の
達
人
で
あ
る

「
山
吹

グ
ル
ー
プ
」

の
皆
さ
ん
に
、
長
く
続
け

る
秘
訣
を
お
伺

い
す
る
と
、
先
ず
は
地

域
、
ふ
る
さ
と
を
想
う
心
が

一
番
に
あ

っ
て
、
百
姓
だ
か
ら
新
米
を
刈
り
取

っ

た
後

の
わ
ら
で
細
工
物
を
作

っ
て
み
よ

う
、
お
味
噌
も
米
か
ら
麹
を
作

っ
て
自

分
ら
で
作

っ
て
み
よ
う
、
そ
ん
な
事
を

一
緒
に
楽
し
む
仲
間
が

い
る
こ
と
、
わ

ず
か
で
も
収
入
が
あ
る
こ
と
、
何
よ
り

健
康
で
働
け
る
こ
と
に
日
々
感
謝
し
て

い
る
と
お

つ
し
や
つ
て
い
ま
し
た
。

屯導

●

●

●

(上)作業中の萩野さん
(右)今年の干支置物「巳」

そ
し
て
更
に
元
気
の
源
は
グ
ル
ー
プ
の

仲
間
た
ち
と

の
温
泉
旅
行

や
、
カ
ラ
オ

ケ
、
笑

っ
て
、
し
や
べ
つ
て
…
楽
し
い
お

話
は
い
つ
ま
で
も
尽
き
ま
せ
ん
。

今
後
の
抱
負
は
、
２
～
３
年
か
け
て
次

の
世
代
に
わ
ら
細
工
等

の
技
術
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
こ
の
活
動
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
意
欲
満
々
に
語

っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
今
回

「
山
吹
グ
ル
ー
プ
」
の
皆
さ

ん
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
５０
年

以
上
に
わ
た
る
活
動
の
中
か
ら
出
る
言
葉

の
重
み
を
、
し

つ
か
り
受
け
止
め
見
習
い

た
い
と
思
い
、
改
め
て
心
を
新
た
に
ビ

ツ

グ
マ
ザ
ー
達
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

文
責
　
大
塚
ひ
と
み

集

謹
ん
で
新
春

の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様

の
御
健
勝
を
併
せ
て
お
祈
念

申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
国
政
に
於
き
ま
し
て
は
、
衆
議
員

の
総
選
挙
が
あ
り
、
自
民
党
の
圧
勝
に
よ
る

第
二
次
安
倍
政
権
が
誕
生
致
し
ま
し
た
。
国

内
外

の
諸
問
題
山
積

の
中
新
し
い
政
権

の
船

出
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
高
浜
町
も
新
年
を
迎
え

て
発
展
発
進

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
今
、
こ
の
不
景
気
な
世

の
中
、
我
が
町
は
基
幹
産
業
も
な
く
如
何
す

べ
き
か
、
町
と
し
て

一
抹

の
不
安
材
料
が
多

く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
原
発
の
再
稼
動
の

問
題
、
社
会
福
祉
に
終
け
る
少
子
高
齢
化
に

伴
う
介
護
福
祉
問
題
、
町
民
が
安
心
し
て
掛

か
れ
る
病
院
な
ど
問
題
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
難
問
題
を
ひ
と

つ
ひ
と

つ
解
決
で
き

る
よ
う
町
長
を
先
頭
に
皆
さ
ん
の
お
力
を
出

し
て
頂

い
て
、
よ
り
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

皆
様

の
意
見
や
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

文
責
　
廣
瀬
と
し
子

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
ノ
元
康
夫

副
委
員
長
　
上
尾
　
徳
郎

委
　
員
　
大
塚
ひ
と
み

廣
瀬
と
し
子

山
本
　
富
夫

西
出
　
秀
雄

()
写真左より 日寺岡満里子さん(80歳)、
萩野和枝さん(7フ歳)、松岡静さん(84歳)
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